





















































































































年には 800 名ほどの軍勢をドナウ方面に派遣しているし，1690 ～ 92 年には 2000 ～ 4000 名
の兵を派遣した 17)。
1700 年，スウェーデンの覇権に対してロシア・ポーランドなどが連携し，大北方戦争が始まっ














スウェーデンは 1749 年以降定期的な人口調査を行なっているが，1760 年はポメルン（ス
ウェーデン領ポメルン）での実施が命じられ，1764 年に初めて実施された。ポメルン人口は
82,827 人，そのうち農村部には 58,682 人，都市部には 24,450 人が居住しており，農村住民の
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約 40％が農奴だった。1805 年には人口 118,112 人に増加しており，うち 39,025 人が都市部，





18 世紀の貿易状況をみると，スウェーデンに輸入されたライ麦のうち 10 ～ 20％，多い時に
は約 40％がポメルンからのものである（表①）。1740 年代の数値に見られるように，ロシアか
らの輸入量の変動に対するバッファー機能を果たしていたと言える。またストックホルムで
の取引に限定すると，1751 ～ 55 年に輸入されたライ麦の 32％，小麦の 31％，大麦の 49％，












ロシア ダンツィヒ 東プロイセン その他 合計
t % t % t % t % t % t %
1739/40 19.1 17 78.0 68 10.2 9 4.9 4 2.2 2 114.4 100
1741/50 64.6 41 25.5 16 22.2 14 33.4 21 13.6 8 159.3 100
1751/60 28.4 22 60.0 46 32.0 24 5.3 4 5.8 4 131.5 100
1761/70 23.1 8 132.6 48 79.7 29 39.9 14 3.9 1 279.2 100
1771/80 33.2 17 108.8 57 18.5 10 26.9 14 3.3 2 190.7 100
1781/90 63.1 13 195.3 42 49.8 11 147.6 31 13.4 3 469.2 100
1791/00 36.1 22 57.2 35 13.6 8 51.0 32 4.6 3 162.5 100
1801/08 15.4 11 84.6 59 13.1 9 24.2 17 6.4 4 143.4 100











れた上訴審裁判所の費用は，ブレーメン = フェルデンの歳出分として計上されている 24)。
＜表②＞ドイツ地方の財政：1693 年　（単位：リクスダーレル）
地域 歳入 歳出 歳出中の軍事費
ポメルン 83,295 174,383  141,038（81％）
ヴィスマル 10,133 99,538 87,680（88％）
ブレーメン = フェルデン 175,186 141,037 87,214（62％）
【出典】Anders Fryxell, utg., Handlingar rörande Sveriges historia ur utrikes arkiver, III, Stockholm,1839, s.333ff.
以上を考慮すると，スウェーデン政府は支配領域の財源をひろく活用しながら，大陸側への
橋頭保として軍事的に重要なドイツ領を維持していたと言えよう。












さらに七年戦争（1756 ～ 63 年）やフランス革命・ナポレオン期の戦争の際には，スウェー




























ナポレオンとの戦いを決めたグスタヴ 4 世は 30)，ポメルンの等族と交渉して戦費 20 万ライ
ヒスターラーの調達に成功し，1805 年 10 月にスウェーデン軍がポメルンに配備された。グス
タヴ 4 世は翌年さらなる軍事負担を求めたが拒絶されたため，ポメルンの政治体制を大胆に改









議会とするもので，貴族 114 名・聖職者 19 名・市民 19 名・農民（小作人含む）32 名の議員
が選出された。ポメルン初の本格的な身分制議会は 1806 年 8 月 14 ～ 18 日にグライフスヴァ
ルトで開催されたが 32)，本格的な議論をする間もなくフランスに占領されたため，成果をもた
らすことなく解散した。
1807 年にはイギリスとプロイセンとも協力してポメルンに 3 万 6000 の兵を用意したが，7
月のティルジットの和約を機にプロイセンもイギリスも撤退し，9 月までにスウェーデン軍も
ドイツ領から撤退を余儀なくされた。グスタヴ 4 世は 1808 年にもフィンランドをロシアに占
領されるという失策を犯し，信頼を失った彼は翌年クーデターによって退位させられている。
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